
技術・家庭科学習の手引き【家庭分野】

１ 学習の目的

家庭分野では、日頃生活をしていて様々なことに気づき、それらを科学的に調べ、確かめ、考

えることをねらいとします。そして体験的な学習を通して、生活に必要な技術を学んでいきます。

自分や家族の生活を「より心地よく」「より快適に」「より便利に」充実させていき、生活の役

に立つ実践的な学習です。

２ 学習準備物

毎回必要なもの→○教科書 ○学習ノート ○ノート ○資料集

その時によって，必要なもの→○はさみ ○のり ○色鉛筆 ○エプロン ○三角巾 ○ふきん

３ 授業に臨む心構え

① 考えてみよう。

「困ったな。」「こうやったらどうだろう。」「不思議だな～」「なぜこうなるのだろう。」い

ろいろ考えてみましょう。人は悩み，そして考えることでいろいろ学習するものです。

② 実際にやってみましょう。

実習で身につけた知識や技能は、確かに身に付きます。また一度習得した技能は、忘れに

くいものです。そして体験したことが、次の学習に大いに役立ちます。

③ 役立たせよう。

学んだ知識や技能は、実際に試してみましょう。家庭分野で学習した内容は、その日から

すぐに役立つものばかりです。Let's try!

４ 授業の約束

① 忘れ物をしない。

学習準備物がそろわないと、学習の効率が著しく劣ります。学習効果を高めるためにも、忘

れ物をしないように注意しましょう。

② 教室移動は素早く行う。

ゆとりを持って教室を移動し、準備の時間を確保しましょう。

③ 実習活動は協力しよう。

実習は１人で行うこともあれば、グループで行うこともあります。役割を分担し、自覚し、

協力して行いましょう。

５ その他

① 配布されたプリントや説明書などは、ノートにきちんと整理しましょう。

② 製作した作品やレポートなどの提出は、あきらめずに努力して期日までに必ず提出しまし

ょう。

③ 試験は、定期考査や授業中の小テスト、実技テストなどがあります。

④ 授業で用いるノートは、自分なりに工夫して、分かりやすいノート作りを心がけましょう。

黒板に書いた内容は、必ず記入しましょう。



６ 評価について

家庭科の評価の観点は４つです。これらを観点別評価といいます。

関心・意欲・態度 衣食住や家族の生活 （例）授業に積極的に

について関心を持ち、 かかわっている、最後

生活や技術に関心を持ち、生活を充 家庭生活をより良くす まで粘り強く作品を仕

実向上させるために進んで実践しよ るための知識と技術を 上げた、忘れ物をせず

うとする。 進んで学び活用しよう 学習効率をあげた

とする。

生活に関する工夫 衣食住や家族の生活 （例）自分の考えで行

について見直し、課題 動する、自ら課題を見

生活について見直し、課題を見つけ、 を見つけ、その解決を つけ取り組む、創造性

その解決を目指して自分なりに工夫 目指して家庭生活をよ 豊かな作品やレポート

し創造する。 り良くしようとするた

めに工夫し創造する。

生活に関する技能 生活の自立に必要な （例）用具や道具を正

衣食住や、家族の生活 しく安全に使う、適切

生活に必要な基礎的な技術を身につ に関する基礎的な技術 なやり方で行っている

けている。 を身につけている。

生活に関する知識 家庭の基本的な機能 （例）正しく理解し学

について理解し、生活 んだことを身につけて

生活や技術に関する基礎的な事項や の自立に必要な衣食住 いる、課題プリントや

生活と技術の関わりについて理解 や家族の生活に関する 定期考査などの結果

し、知識を身につけている。 基礎的な知識を身につ

けている。

７ 勉強する内容

Ａ生活の自立と衣食住

（１）中学生の栄養と食事

（２）食品の選択と日常食の調理の基礎

（３）衣服の洗濯と手入れ

（４）室内環境の整備と住まい方

（５）食生活の課題と調理の応用

（６）簡単な衣服の制作

Ｂ家族と家庭生活

（１）自分の成長と家族や家庭生活とのかかわり

（２）幼児の発達と家族

（３）家庭と家族関係

（４）家庭生活と消費

（５）幼児の生活と幼児との触れ合い

（６）家庭生活と地域とのかかわり


